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Ⅰ．はじめに
　わが国においては発達障害者支援法の施行や特別支
援教育の開始を背景に，障害のある子どもに対する支
援が進んできている。このような動向は学齢期の諸学
校だけでなく，地域の幼稚園や保育所にも及んでおり，
個別の指導計画の作成や園内体制の構築，または自治
体による巡回相談の展開など，園内外の支援体制の充
実が急務となっている（文部科学省，2010）。障害等
のある幼児の多くが地域の幼稚園・保育所に通うよう
になっている現在，各園においては入園から卒園に至
るまでの各時期で，どのような支援を展開させていく
かという問題は，喫緊の課題となっている。
　発達に課題のある幼児が，いわゆる通常の設定で保
育を受けることについては，これまで言語や社会性な
どの発達面にポジティブな結果がもたらされるとし
て，肯定的に受容されてきた。しかし，支援の内容が
不十分の場合は，集団生活の場である保育からの恩恵
を最大限に受けることは難しく，逆に幼児や保護者に
対する否定的な影響も否定できない。これらの課題を
解決するためにも，入園初期から，保育に関わる職員
すべてがこのような子どもたちの園生活への適応を支
援していくことが必要である。
　園生活への適応支援に関する先行研究では，自閉的
傾向のある幼児が園環境に適応していく過程をルーチ
ン活動場面に注目しながら明らかにしたもの（松井，
2002），また広汎性発達障害児の園生活への適応過程
について集団への適応を中心に分析したもの（水口・
小磯・小阪，2007）が挙げられる。ともに，適応過程
の分析を通して，それに基づいた支援のあり方を議論
している。ただし多様な環境から構成される園生活に
おいては，幼児の適応に影響を与える要因は複数に及
ぶ。また，園生活への適応と言う場合，単純に幼児が

活動に順応している姿だけを見ればいいというもので
もない。つまり，声かけや環境調整などを行う保育者
の考え方や，幼児自身が能動的に園環境に関わってい
くプロセス（菅田，2006）も明らかにする必要がある
と考える。これを踏まえれば，幼児の適応過程を検討
する際に，先行研究における単一場面での幼児の姿に
のみ焦点を当てた分析では不十分と考えられる。松井
（2007）は幼稚園保育所での支援体制整備の問題を解
決するために，園単位で支援システムを構築していく
必要性を述べ，「アセスメント・カンファレンス・実
践」からなる「園内体制支援システム」の必要性を説
いている。特に「園外の専門家（例えば，当該幼児の
療育機関の者・巡回相談員・大学関係者など）がいか
に関与することができるか」を一つの課題として挙げ
ている。
　近年，保育現場において，子どもの理解や保育の方
法を議論する場として，保育カンファレンスが注目さ
れている。これはもともと医学や臨床心理学の分野で
行われてきた「カンファレンス」を応用したもので，
保育者を中心に子どもの保育に携わる関係者によって
実施されている。その効果としては，多くの保育者と
意見交換できることによる子ども理解の促進，保育活
動や子どもに対する接し方の省察が指摘されている。
つまり，保育カンファレンスには，子どもの理解や支
援の検討にあたり，グループダイナミクスによる効果
が期待できるといえよう。
　そこで本論では，幼稚園で行われている保育カン
ファレンスに，園外の専門家が協働することによって，
障害のある幼児の集団適応支援を検討した実践事例を
報告する。また発達に課題を抱える園児の集団適応を
支援するためのカンファレンスの意義やあり方につい
て，検討することを目的とする。
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Ⅱ．対象と方法
１．対 象
　本研究は，前年度の観察対象者を継続して観察する
という観点から，前年度の研究において年少児クラス
に在籍し，本年度は年中児クラスに進級し，４歳になっ
た男児Ａ（以下Ａ児）を対象児とする。Ａ児は，入園
以前より，認知・行動の発達面での遅れが見られ，Ｂ
市内の医療・養育機関に通っていた。簡単な他者の指
示による言語理解は可能であり，１・２語文程度の発
語はあるものの，全体としてみれば構音が未熟で他者
が聞き取りづらい場面も見受けられた。また，運動に
関して粗大運動などでぎこちない部分があった。
　前年度の年少児クラスにおける保育実践，およびカ
ンファレンスにおいては，園の生活にも一通り慣れ，
他児とのかかわりが増えるに従い，叩く・奪うなどの
行動が見られるようになったため，これらの行動がど
のような条件下で発現することが多いかについて，観
察が重ねられた。そして，他の園児にも配慮した保育
者の対応が話し合われるとともに，Ａ児の良さである
「人とかかわることが好き」という特性などを活かし，
集団に溶け込めるような働きかけが行われてきた。

２．支援体制
　Ａ児の在籍するＦ幼稚園は，広島県下にあり，年少
児・年中児・年長児クラスをそれぞれ一クラスずつ有
している。Ｆ幼稚園内の支援体制については，前年度
はＡ児に個人的に加配教諭を配置していたが，今年度
当初はＡ児一人につく加配教諭はおらず，担任・副担
任を中心にＡ児が集団の中に入れるように支援してい
きながら，フリーの保育者も出来る限りＡ児のサポー
トを行う体制であった。また，Ａ児に関する個別記録
は担任・副担任・フリーの保育者により定期的に記述
されている。さらに，特別支援コーディネーターが大
学側と連携を図り，大学教員・院生を招いた園内カン
ファレンスが行われている。

３．カンファレンスの概要
　カンファレンスは，前年度から継続して幼稚園の保
育者，大学教員・院生によって行われた。カンファレ
ンスに際して，幼稚園側は実践の中で得られたＡ児に
関する保育記録，大学側は事前観察による資料（映像
を含む）を提示し，カンファレンスの資料とした。そ
れらをもとに，疑問や意見等を出し合い，支援の方向
性を決め，実践を行うようにした。なお，カンファレ
ンスには年中児クラスの担任・副担任のみならず，他
のクラスの担任・副園長・養護教諭など可能な限り全
教諭が参加し，多角的に検討が加えられるように所見

の交換を行った。カンファレンスは１カ月あたり約１
回，約１時間程度を目途に，定期的に開催された。
　なお，本年度のカンファレンス開催日程は５月27日，
７月７日，９月16日，９月29日，11月17日，12月８日
の計六回であった。
　ただし，９月29日のカンファレンスは療育機関の専
門家も参加して行われた。

３．方 法
　本論ではまず，上記の六回にわたり行われたカン
ファレンスで期間を区切り，カンファレンスまでに見
られたＡ児の他児とのかかわり，集団適応に関する場
面を紹介しつつ，カンファレンスで行われた議論を整
理し，概観する。
　そして，「Ａ児の集団適応」という課題に関して，
カンファレンスや保育実践を介して，Ａ児にどのよう
な変容をもたらしたかを考察するとともに，今後のＡ
児の支援・カンファレンスの課題を探るものである。

Ⅲ．Ａ児の他の園児とのかかわりとカンファレンス
　― Ａ児の複眼視的理解に基づく実践に向けて ―
１．第一回カンファレンス（５月27日）
　４月にはＡ児は年中児クラスに進級して，保育室が
移動し，また年中からの新入園児も新たに十数名がク
ラスに加わったことから，不安になる姿も見られていた。
　また前年度より，他者のものに興味をもち，遊具を
取ったり弁当のおかずを取って食べたりすることが問
題として挙げられたＡ児であったが，進級まもない本
時期も，遊具の貸し借りの場面や昼食時などに，他児
のものを無言で執拗に取ろうとする，突然叩く，蹴る
などの行動を起こすことが多く見られた。その結果と
して，他児の間にＡ児を避ける行動や雰囲気があるこ
とが報告された。
　一方，集いの場面では他児との触れあいを楽しんだ
り，集団遊びの場面では期待をもって参加したりする
Ａ児の姿がたびたび見られることも報告された。その
姿が次に示すエピソード①の姿である。

【エピソード①】
　５月下旬。遊びの中でペアを作る場面でＡ児は
大好きなＢ子とペアになろうとＢ子を目がけて行
く。しかしＢ子はすでにＣ子とペアになってい
た。Ａ児はＣ子を押しのけてＢ子と手をつなぐ。
Ｃ子は諦め，Ｂ子は困惑した表情をするが，Ａ児
は嬉しそうな顔をしていた。その後，ペアでジャ
ンケンをして列車になって遊ぶ場面では，Ａ児は
友だちと出会ってジャンケンすることは喜ぶが，
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ジャンケンに負けると「後ろにつく」ことは嫌が
り，その場に座り込んで動かなくなった。

　クラスにおける集団遊びでは，ルールのある中で「友
だちと一緒に楽しさを共有する」という保育者のねら
いがあった。Ａ児は年中児クラスに進級した当初から
他児と一緒に遊ぶことには興味をもっていたが，自分
の思い通りにしたい気持ちが強く，他児とのかかわり
がうまくもてないことも多かった。
　そこで，カンファレンスにおいて今後の支援の方向
性が話し合われた。集団遊びでは，その楽しさを理解
し共有することで，他児に対するＡ児の不快行動は減
り，また他児の意識も変わっていくのではないかとい
う提案があった。また突発的に行われる「叩く，取る」
といった行動についても，「Ａ児の箸が他児のお弁当
に伸びる時の雰囲気は感じ取れる」との意見や，「突
拍子がないように見えるが，彼なりの理由があるよう
に見受けられる」との意見があったため，今後はＡ児
の「叩く」「弁当を取る」といった行動の文脈や条件を，
ビデオカメラを用いた観察を中心として，探っていく
こととなった。

２．第二回カンファレンス（７月７日）
　この時期にも，集いの中で突然他児を叩くなどの行
動が見られることが多かった。また，他児が使ってい
るものが欲しい時に，それを強引に奪おうとするとい
ういざこざが頻繁に見られた。
　それが原因で，他児は，使っているものをＡ児に奪
われると，すぐに諦めて違う遊びをするようになって
いるということが報告された。

【エピソード②】
　女児３名が室内でままごと遊びをしている。
　Ａ児は料理をしているＤ子の様子をのぞき込
み，無言で突然おかずに見立てていた積み木を取
ろうとした。Ｄ子が「やめて」と言ったがＡ児は
やめず，自分のフライパンに黙々とそれを入れ続
けた。Ｄ子は「やめて」と泣き，「もう一緒にし
ない」と去っていったが，Ａ児は気にせず，その
まま遊びを続けていた。

　これらの姿を受け，カンファレンスでは「他児の使っ
ているものを取る」という場面において，保育者が仲
介に入り，Ａ児と他児が思いを伝え合えるように支援
していくことが望ましいという意見や，他児がＡ児に
何かを伝えようとしていることにＡ児が気づくように
支援していくことが必要だという意見が出された。ま

た大学研究者より，保育者が阻止して他児のものを取
らなかった場合に，誉められるなどの成功体験をさせ
ていくのはどうか，その場合「即時強化」の観点から，
その場その場で誉めるべきではないか，という意見も
出された。
　また，朝のルーティンワーク（シール貼り・タオル
かけなど）において気持ちが乗らず，長い時間がかか
ることがあった。このことで，自由に遊ぶ時間が減り，
満足するまで遊べない，だからＡ児の中に「集いに参
加するよりも遊んでいたい」という思いが生まれるの
ではないかと考えられた。そこでＡ児にとって理解し
やすい，直線的で分かりやすいルーティンならスムー
ズに行われるのではないかという意見が出された。
　さらに，保育者には「友だちと一緒に集うことの楽
しさを感じて欲しい」という思いがあったため，集い
にはＡ児を強引に参加させる体制がとられていたが，
それが，Ａ児にとっては負担になっているのではない
かという観点も提出された。

３ ．第三回（９月16日）および第四回（９月29日）
カンファレンス
　第三回のカンファレンスはこれまで通りの形で行っ
た。第四回にはＡ児が通っている療育機関の専門家も
招いて，観察およびカンファレンスを行った。
　第二回カンファレンスを受けて，集いの時間にＡ児
を強引に誘うのではなく，誘いの声をかけながら，Ａ
児が自分から「集いに参加したい」という気持ちにな
るようにかかわっていた。行動が制限されることが少
なくなったためか，以前見られたような「衝動的に理
由もなく他児を叩く」という姿はほとんど見られなく
なった。しかし一方で，集いの内容が自分のやりたい
活動の時には参加するが，やりたくない時（特に制作
やクラスでの話し合い）には参加せずに部屋を出て行
くことが増えた。
　それを観察した療育機関の専門家より，「現時点で
は少なくとも集いの最初と最後には居ることで，学級
集団に「参加」している意識を育むようにしていく」
ことが提案された。また，他児とのかかわりにおいて
は，Ａ児に指導する際，禁止の指示や条件提示にＡ児
がうなずいていても，理解につながっていない場合が
あるとの指摘もなされ，「短い言葉で分かりやすく伝
えるようにすること」や「職員間でＡ児に伝えるルー
ルを共通化すること」が共通認識された。
　第四回のカンファレンスの最大の特徴は，療育機関
の専門家も招いて合同でカンファレンスを行った点で
ある。幼稚園および療育機関関係者の共通認識は，家
庭でのＡ児の様子が見えてこないという，家庭との連
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携に関するものであった。このため，今後さらに保護
者との信頼関係を向上していきたいということが話し
合われた。

４．第五回カンファレンス（11月17日）
　これまでのカンファレンスによる話し合いから，保
育者はＡ児の「取ろうとした行為」を叱るだけではな
く，取ろうとすることを保育者が制止し，結果「取ら
なかった」場合は，「取らなかったこと」を認めて誉
めたり，「見たかったら見せてって言うんよ」とＡ児
に促したりすることを繰り返し働きかけてきた。10月
以降になると，Ａ児が他児のものを勝手に取ろうとす
る頻度は減少したように感じられた。

【エピソード③】
　Ａ児は隣に座ったＥ子の弁当を覗き込む。弁当
に顔が付いてしまいそうなほど前屈みになってい
て，Ｅ子は「も～Ａくん…」と困惑気味。保育者
が「Ａくん，見せてって言った？」と聞くとＡ児
は「みーせーて」とＥ子に言う。Ｅ子は「いいよ」
と言い，Ａ児に弁当箱を渡す。Ａ児はじっくり眺
めた後「これ何？」「どこで買った？」など質問
をし，Ｅ子も笑顔でそれに答えた。

　このエピソードのように，Ａ児は少しずつ他児との
適切なかかわり方を学び，他児もＡ児の思いを受け入
れることができるようになっていった。
　その理由としては，日々の生活を通して他児がＡ児
を受け入れられるようになったこと，Ａ児も他児と一
緒に過ごすことに楽しさを感じられるようになって
いったことに加え，保育者の介入によりＡ児の言語表
現が増え，適切なやりとりができるようになってきた
ことが考えられるという意見が出された。
　11月の大学側の観察においても，他児の黄色いカバ
ンに対する強い関心をもつＡ児が，言葉を用いて「貸
して」→「いいよ」という，依頼と応諾の過程を経て
から借りることができた姿が報告された。
　また集いの場面において，Ａ児は，11月ごろから集
団遊びだけでなく，みんなで一緒に集うこと自体への
期待をもち，その雰囲気を楽しむようになった。

【エピソード④】
　自由遊びの時間の後，保育室で輪になって椅子
に座っている。片付け，トイレ，手洗いに時間が
かかり，Ａ児は少し遅れて集いに参加した。その
とき保育者はどんな遊びをしたかを子どもたちに
尋ねる，「遊びの共有」の時間をもっていた。保

育者が「今日何をして遊んだかお知らせしたい人」
と訊くと，子どもたちはそれに答えようと，競う
ように手を挙げた。その日のＡ児は，自分のした
遊びを他児に教えることには関心が無かったの
か，手を挙げることはなかった。保育者がＦ男を
指名し，Ｆ男が答えると，それに反応してＧ男が
前に向かってジャンプをし，前のめりになるよう
にして床に手をつく，いわゆる「コケ」をした。
それ以外の子どももそれに触発されて同じような
反応をした。Ａ児はそれを見て，ジャンプをする
ような勢いはないが，ゆっくりと前に突っ伏すよ
うにして，床に手をついた。

　エピソード④のような集いにおける，他児の発言や
行動に反応して「コケる」という「ふざけ」の伝播は，
年度当初からよく起こっていた。「コケる」という反
応が，その全体の活動の文脈において適切とは限らな
いことも多いが，楽しい雰囲気を子ども同士で共有で
きるため，保育者は制止してこなかった。
　Ａ児に関して言えば，７月ごろには興味がない時は
立ち上がり席を離れたり，寝転がったりするなど，集
いの「面白み」を楽しむような場面は少なく，そうし
た「ふざけ」に参加することも，このエピソード④の
日が初めてであった。
　これは，Ａ児自身が年少児クラスのときよりも「友
だちとかかわりたい」という思いを強くもつように
なってきたことや，集団遊びの場面において，Ａ児が
他児と楽しい雰囲気を共有できるようするための工夫
をしてきた積み重ねがあるように思われる。それが，Ａ
児自身が集団の楽しい雰囲気を感じ取りそこに参加し
たいと動機づけられることにつながったと考えられる。

５．第六回カンファレンス（12月８日）
　集いや集団遊びなどにおいて，見通しをもち，ルー
ルを守って遊ぶ楽しさを実感していると感じられる場
面が観察期間を通して数回見られた。集団遊びを繰り
返す中で，Ａ児自身が他児と一緒に遊ぶことの楽しさ
をしっかり感じるようになってきた。

【エピソード⑤】
　クラスでかくれんぼが流行りだした。Ａ児のみ
ならず，クラス全員がかくれんぼの楽しさを感じ，
毎日のようにかくれんぼをして遊んだ。Ａ児は隠
れることが好きで，友だちと一緒に身を潜めたり，
「しー」と言いながら互いに見つめ合ったりと，
同じ気持ちを感じながら遊んでいた。また鬼役の
友だちに見つけられると，Ａ児は「見つかったー」
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と言いながら，集合場所に出てきた。

　エピソード⑤のような体験により得られる「一緒に
遊ぶ楽しさの実感」は，自分の思い通りにすることで
得られるのではなく，他児と思いを共有することで得
られていくと考えられる。Ａ児が，「友だちともっと
かかわりたい」，「一緒に遊びたい」という思いをもつ
ためにも，このような経験を積み重ねることが大事で
あることが話し合われた。
　ただし，エピソード⑤のようにまわりの子どもとの
言葉によるコミュニケーションの楽しさを知り，これ
が増加した一方で，他児に「やめて」と言われても，
叩く・引っ張るなどをやめないといった自分の主張を
優先する行動も引き続き散見された。これについては，
Ａ児に対して思いを伝えることが無意味であると他児
に思わせないようにするため，また，他児の主張は無
視してもよいものであるとＡ児が思わないようにする
ために，保育者による早期の介入を行うことで意見が
まとまった。

Ⅴ．総合考察と今後の展望
　ここまで，本年度のカンファレンスまでに見られた
Ａ児の他児とのかかわり，集団適応に関する場面を紹
介しつつ，カンファレンスで行われた議論を整理し，
概観した。
　幼稚園，保育所単位の支援における外部参加者の関
与の重要性は，既に松井（2007）により指摘されてい
るところである。本年度のカンファレンスには，昨年
度と同様に大学関係者が参加したことに加えて，療育
機関の専門家も参加したことに大きな意味があったと
考えられる。昨年度より継続して，幼稚園全職員と大
学側の関係者が参加するカンファレンスを行ったこと
で，Ａ児の現状の認識と課題の共有が図られた。本年
度はそれに加え，療育機関の専門家がカンファレンス
に参加することで，互いに情報を交換したり，意見を
出し合ったりする機会となり，より多角的な視点でＡ
児の集団適応について捉えたり支援を考えたりするこ
とが可能となった。
　一方，外部参加者の観察の回数が少なく，カンファ
レンスの際に保育者との間でＡ児の姿についての認識
が食い違うことがあるという課題も見いだされた。支
援の方向性を考える上では，対象児についての認識を
共有することが重要であるため，観察の頻度を増やし
たり，対象児の普段の様子が分かるようなビデオ映像
を使用したりといった工夫が必要であると考えられる。
　Ａ児の集団適応，他児とのかかわりにおいては，６
回のカンファレンスを行いながら，保育実践を工夫し

てきたことにより，効果が見られたと考えられる。
　例えば，他者のものに興味がある場合に，「何も言
わずにとる」行為を制止し，「見せて－いいよ」，「貸
して－いいよ」という短い会話スキットを根気強く指
導・強化した事が，エピソード③に見られるような，
他児との軋轢を生まない，より円滑なコミュニケー
ション手段の獲得につながったと考えられる。
　また，他児がＡ児に対して拒否的な見方をしている
傾向がある時期に，保育者がＡ児と他児との間に入り，
互いの思いが伝えられるような支援をしたり，言葉が
うまく出てこないＡ児の思いを保育者が代弁して伝え
たりしてきたことで，他児が「Ａ児にも思いがあって
こうしているんじゃないか」と感じ取り，Ａ児の言動
を自然に受け入れることができるようになったり，逆
に自分の思いをきちんと丁寧に伝えることができるよ
うになったりした。これは保育者が，他児とＡ児がか
かわる場面を丁寧に支えてきたことにより，他児がＡ
児を仲間として自然に受け入れようとする雰囲気が育
まれてきたからと考えられる。さらに，円滑な友だち
関係が育まれてきたことにより，集団への参加や他児
とのかかわりに対するＡ児の期待が少しずつ膨らんで
きていると考えられることも成果として挙げられる。
　今後の課題として，引き続き，園と外部参加者が密
接に連携したカンファレンスを行っていくことが必要
であろう。本年度，課題として挙げられた「対象児の
認識の共有」をさらに深めていく体制作りを模索して
いきたい。また，Ａ児は来年度年長児となることから，
進学準備に向けた支援や進学先である小学校との連携
についても視野に入れ，支援のあり方を考えていく必
要性があると考えられる。
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